
-1- 

                                               

                                       

                                       

父
島
返
還
祭
開
催 

 

父
島
返
還
祭
を
開
催
し
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、 

手
づ
く
り
の
返
還
祭
に
し
た
い
と
考
え
て
い 

ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
実
行
委
員
会 

を
設
け
、
皆
様
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
生 

か
し
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま 

す
。 村
で
は
返
還
祭
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る 

方
（出
店
等
）を
募
集
い
た
し
ま
す
。
団
体
、 

個
人
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
多
く
の
皆
様
の 

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
６
月
25
日
（土
）
午
後
４
時
～ 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
内
容
（予
定
）】 

《
ス
テ
ー
ジ
展
開
》 

 

○
島
の
子
供
た
ち
の
出
演 

○
返
還
当
時
の
話 

○
島
内
各
団
体
出
演 

○
中
山
千
夏
出
演 

《
会
場
内
出
店
》 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係  

 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
民
意
見
・提
案
・相
談 

 
 
 
 

受
付
窓
口 

 

今
月
の
村
民
意
見
・
提
案
・
相
談
受
付
窓 

口
は
、
６
月
８
日
（水
）に
開
設
し
ま
す
。 

相
談
日
以
外
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の 

で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

【
場
所
】
父
島 

総
務
課
総
務
係 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率

5/26現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

４月気象状況（父島）

最高気温   25.0℃ 

最低気温   14.0℃ 

平均気温   20.7℃ 

平均湿度   78％ 

月降水量   178mm

住民基本台帳登録者数（５/１） 

             2,349人 

             父島      母島   

  人口      1,908人   441人 

  世帯      1,009     237 

短期滞在者     24人     12人 

ＮＯ．４９９ 

平成1７年(2005) 

６/１(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

 沖ノ鳥島視察報告  
 

東京都は、５月１９日から２１日にかけて、日本の最南端であり、東京都小笠原村の

区域である沖ノ鳥島の視察を行いました。 

視察団は、石原慎太郎都知事を団長とし、関谷産業労働局長、岩永建設局長を始

めとする都の関係各局および小笠原支庁職員、沖ノ鳥島を管理する国土交通省職

員、漁業関係者、学識経験者、マスコミ取材関係者等、総勢１００人余りが参加しまし

た。今回の目的は、排他的経済水域の重要な位置にあり貴重な海洋資源に恵まれる

沖ノ鳥島について、その実情および今後の多角的な利活用や資源開発の可能性に

ついて視察することです。 

地元自治体として小笠原村からも、森下村長、セーボレー企画政策室長、今野産業

観光課長の３名が同行しました。 

おがさわら丸により５月１９日午後２時に父島二見港を出航し、翌２０日午後１時ごろに沖ノ鳥島近海に到達しました。沖ノ鳥島

到着時にはうす曇りだった天気も間もなく回復し、波も穏やかで天候に恵まれた視察となりました。 

石原知事は東小島に上陸後、護岸工事の説明を受けるなど、島の状況をつぶさに視察、自らシマアジ１００尾の放流を行いま

した。 

森下村長も、知事とともに上陸班３０数名に同行し、地元自治体の首長と 

しては初めて沖ノ鳥島への上陸を果たしました。 

この後、先行して待機していた活漁船「第３２住宝丸」により、小笠原島漁 

協で生産されたシマアジの稚魚１０万尾の放流を行いました。 

約３時間３０分の滞在後、午後４時３０分沖ノ鳥島を後にし、２１日の午後 

４時２０分父島に帰着しました。 

沖ノ鳥島は、小笠原村の行政区域に含まれていますが、父島から９００キ 

ロメートル以上も離れた絶海の孤島であり、訪れることも大変困難な島です。 

小笠原村にとっても今回の視察は、今後の沖ノ鳥島を考える上で大変意 

義のある重要な視察となりました。視察の実施にあたり、ご尽力いただいた 

関係機関および村民を始めとする関係者の皆様に、深く感謝申し上げます。 
小 笠 原 村  

７月３日（日）は東京都議会議員選挙の投票日です。母島は繰上投票７月２日（土）です。忘れずに投票しましょう。

 北小島（手前）と観測施設  

 東小島に上陸する石原都知事 （写真提供：東京都） 
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情
報
公
開
制
度 

  

村
で
は
、
情
報
公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
制
度
は
、
村
が
保
有
す
る
情
報
を
公
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、
村
民
と
村
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、

村
政
の
公
正
で
透
明
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
村

民
の
村
政
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
や
請
求
方
法
な

ど
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
平
成
16
年
度
の
公
開
状
況
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 

【
情
報
公
開
】 

 

《
請
求
件
数
》
２
件 

 

《
公
開
件
数
》
２
件
（全
部
公
開
１
、
一
部
公
開
１
） 

 

※
一
部
公
開 

公
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分

を
除
い
て
公
開
す
る
こ
と
。 

【
任
意
的
公
開
（簡
易
な
情
報
公
開
）】 

《
請
求
件
数
》
51
件 

《
公
開
件
数
》
51
件 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
の
発
行 

 

軽
自
動
車
等
の
継
続
検
査
の
際
に
必
要
な
納
税
証

明
書
（当
該
車
両
に
滞
納
の
無
い
旨
の
証
明
）は
、
村

役
場
税
務
係
ま
た
は
母
島
支
所
庶
務
係
の
窓
口
で

ご
請
求
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
証
明
書
の
交
付
申
請
に
は
、
ご
印
鑑
と
、

車
両
の
標
識
番
号(

ナ
ン
バ
ー)

の
記
入
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

自
動
引
き
落
と
し
に
よ
る
軽
自
動
車
税
の
納
付
を

申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
で
、
納
期
限
（５
月
31
日
）

後
、約
２
週
間
の
間
に
納
税
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
確
認
の
た
め
引
き
落
と
し
の
結
果

を
通
帳
に
記
帳
の
上
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

年
金
相
談 

  

港
社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
年
金
相
談
お
よ
び
国

民
年
金
保
険
料
の
収
納
受
付
事
務
を
実
施
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
９
日
（木
） 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

10
日
（金
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

11
日
（土
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
11
日
（土
） 

午
後
10
時
30
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 
【
注
意
事
項
】 
○
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
等
を
持
参
の
上
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

○
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に

相
談
内
容
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

○
平
成
15
年
６
月
～
平
成
18
年
３
月
分
の
国
民

年
金
保
険
料
の
収
納
受
付
事
務
を
実
施
し
ま

す
。
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
、
保
険
料
の
前
納
を

ご
希
望
の
方
も
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

診
療
所
助
産
師
の
募
集 

 

【
採
用
人
員
】
１
名 

【
勤 

務 

地
】
父
島 

【
身 

 

分
】
個
人
委
託 

【
応
募
期
限
】
６
月
30
日
（木
） 

 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

産
業
祭 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
祭 

 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
決
ま

り
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会
の
入

賞
農
業
者
の
表
彰
、入
賞
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
す
。 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
６
月
11
日
（土
） 

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

（荒
天
時
は
二
見
港
船
客
待
合
所
） 

【
内
容
】 

○
元
気
な
島
っ
子
は
誰
だ
！
コ
ン
テ
ス
ト 

○
「パ
ッ
シ
ョ
ン
娘
」 

「
Mr
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
コ
ン
テ
ス
ト 

○
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン 

○
ナ
ア
・
プ
ア
・
ナ
ニ
・
オ
・
マ
ク
ア
（
フ
ラ
） 

○
ぼ
に
ん
囃
子 

○
南
洋
踊
り
＆
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ 

○
品
評
会
入
賞
農
業
者
表
彰 

○
パ
ッ
シ
ョ
ン
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト 

コ
ー
ナ
ー 

○
夜
店
販
売 

 
 
 

５
時
30
分
～ 

○
観
光
協
会
美
味
し
い
会
・
商
工
会
女
性
部
に
よ

る
島
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
販
売 

６
時
20
分
～ 

○
パ
ッ
シ
ョ
ン
販
売 

６
時
20
分
～ 

※
当
日
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
販
売
は
、
多

く
の
皆
様
に
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

お
一
人
様
１
回
５
箱
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 
◎
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会 

 

小
笠
原
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
全
国
的
に
認

知
さ
れ
、
よ
り
安
定
的
で
高
品
質
な
生
産
を
行
な
う

こ
と
を
目
的
に
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
品
評
会

を
６
月
10
日
（金
）に
母
島
で
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

（
産
業
観
光
課
内
）
２
―
３
１
１
４ 

Ｔ
Ｓ
Ｌ
就
航
に
係
る
金
融
支
援 

 

村
で
は
、
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
就
航
を
契

機
と
し
た
、
観
光
客
の
受
入
体
制
の
充
実
を
図
る
た

め
、
村
内
の
中
小
企
業
者
（個
人
ま
た
は
法
人
）の
方

を
対
象
に
金
融
支
援
策
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
支
援
内
容
】 

 

①
利
子
補
給
金 

対
象
融
資
額
の
返
済
利
率
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額
（
利
子
補
給
率
２
％
を
限
度
と
す
る
。

借
入
日
か
ら
最
長
５
年
間
）を
補
助
す
る
。 

②
信
用
保
証
料
補
助
金 

信
用
保
証
料
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額 

（
一
括
払
い
の
場
合
に
限
る
）を
補
助
す
る
。 

【
対
象
者
】
①
～
③
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方 

①
融
資
決
定
時
に
村
内
に
住
所
お
よ
び
事
業
所
を

有
し
て
い
る
こ
と
（旧
島
民
の
方
で
永
住
を
し

よ
う
と
す
る
場
合
は
村
内
に
住
所
が
な
く
て
も

可
）。 

②
村
に
対
す
る
債
務
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。 

③
小
笠
原
村
観
光
協
会
、
母
島
観
光
協
会
ま
た
は

小
笠
原
村
商
工
会
の
正
会
員
で
あ
る
こ
と
。 

【
支
援
対
象
資
金
】 

 
 

次
の
施
設
の
取
得
、
新
規
整
備
、
増
築
、
改
修
、

改
善
の
た
め
の
資
金
を
対
象
と
し
ま
す
。 

 

○
宿
泊
施
設
（
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
民
宿
等
） 

 

○
店
舗
（
飲
食
店
、
物
品
販
売
店
等
） 

 

○
土
産
品
、
特
産
品
等
の
製
造
所
・
設
備 

 

○
観
光
客
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
店
舗
・

設
備
（
ガ
イ
ド
業
、
レ
ン
タ
ル
業
、
旅
客
運
送
等
） 

 

○
そ
の
他
の
目
的
で
特
に
村
が
認
め
る
も
の 

【
対
象
融
資
（機
関
）】 

 

○
国
民
生
活
金
融
公
庫
等
政
府
系
金
融
機
関
融
資 

 

○
東
京
都
中
小
企
業
制
度
融
資 

 

○
東
京
都
小
笠
原
諸
島
生
活
再
建
資
金
融
資 

 

○
七
島
信
用
組
合
融
資 

 

○
東
京
島
し
ょ
農
業
協
同
組
合
融
資 

 

○
そ
の
他
の
融
資
機
関
で
特
に
村
が
認
め
る
も
の 

【
対
象
融
資
額
限
度
】
８
千
万
円 
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【
支
援
対
象
期
間
】 

平
成
16
年
４
月
１
日
～
平
成
20
年
３
月
31

日
の
間
に
融
資
決
定
を
受
け
て
い
る
こ
と 

【
申
請
期
限
】 

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
60
日
以
内 

 
 

た
だ
し
、
平
成
17
年
５
月
31
日
ま
で
に
融
資

を
受
け
た
方
は
、
平
成
17
年
７
月
31
日
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

バ
ス
停
留
所
が
壊
さ
れ
ま
し
た 

  

５
月
４
日
夜
半
か
ら
５
日
早
朝
に
か
け
て
、
村
営

バ
ス
青
灯
台
入
口
（山
側
）の
バ
ス
停
留
所
の
標
識
が
、

心
無
い
行
為
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ

り
ま
し
た
。
標
識
の
時
刻
表
、
路
線
図
、
停
留
所
名

の
パ
ネ
ル
が
、
全
て
叩
き
折
ら
れ
、
枠
か
ら
外
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
バ
ス
停
は
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
か
い
た
ず
ら

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
状
況
は
あ

ま
り
に
も
悪
質
で
あ
る
た
め
、
小
笠
原
警
察
署
に
被

害
届
を
提
出
し
ま
し
た
。 

村
営
バ
ス
は
、
村
民
の
皆
様
や
観
光
客
の
足
と
し

て
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
停
留

所
な
ど
の
施
設
は
、
村
民
の
財
産
で
あ
る
と
同
時
に

村
の
顔
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
行
為
は
、

そ
の
共
有
の
財
産
を
傷
つ
け
た
だ
け
で
は
な
く
、
小

笠
原
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
、

多
く
の
方
々
の
努
力
を
無
に
す
る
よ
う
な
行
為
で
す
。 

そ
の
意
味
か
ら
も
大
変
残
念
な
出
来
事
で
あ
り
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を 

願
っ
て
い
ま
す
。 

 

村
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
村
営
バ
ス
を
ご
愛

用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
小

笠
原
が
魅
力
的
で
あ
り
続
け
る
こ
と
へ
の
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

小
笠
原
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
大
会
結
果 

  

（財
）日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
と
外
洋
三
崎
の
共
催

に
よ
る
、
２
０
０
５
小
笠
原
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
艇
３
艇
は
、
台
風
３
号
が
通
過
し
た
後
の
５

月
３
日
午
前
10
時
に
父
島
二
見
湾
を
ス
タ
ー
ト
し
、

同
６
日
に
は
、
ゴ
ー
ル
の
三
浦
半
島
小
網
代
湾
に
全

艇
無
事
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。 

 

レ
ー
ス
結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

１
位 

ラ
ッ
キ
ー
レ
デ
ィ
５
世 

２
位 

コ
コ
リ
ン 

３
位 

弥
勒
２
世 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
 

６
月
は
例
年
シ
ロ
ア
リ
が
大
量
群
飛
（
ス
オ
ー
ム
）

し
ま
す
。
１
年
の
中
で
対
策
の
要
と
な
る
６
月
、
村

で
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
と
し
て
、
集
落
周
辺
の
総

合
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
申
し
込
み
に
よ
り
被
害
兆
候
の
見
つ
け
方

な
ど
全
般
的
な
相
談
受
付
、
家
屋
の
点
検
や
樹
木
の

駆
除
作
業
も
行
い
ま
す
。 

保
証
付
き
防
蟻
処
理
も
で
き
ま
す
の
で
、
前
回
の

保
証
期
間
が
過
ぎ
て
い
る
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
対
策
日
程
】
６
月
９
日
（木
）～
19
日
（日
） 

【
対
策
内
容
】 

 

○
父
島
・
母
島
の
総
合
対
策 

 

○
相
談
・
点
検
・
樹
木
の
駆
除
作
業 

 

○
保
証
付
の
防
蟻
処
理
（有
料
） 

【
申
込
期
間
】
６
月
１
日
（水
）～ 

 

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

点
検
、
駆
除
作
業
を
伴
う
申
し
込
み
は
随
時
受

け
付
け
ま
す
が
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。 

※
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
（有
料
）は
、
商

工
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

     

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

   
  

母
島
支
所
庶
務
係 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 
 

小
笠
原
村
商
工
会 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

６
月
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
月
で
す 

  

使
用
済
み
エ
ア
コ
ン
、テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫･

冷
凍
庫
、

洗
濯
機
は
、
毎
偶
数
月
に
共
勝
丸
で
島
外
搬
出
を
行

っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
決
ま
り
し
だ
い
村
掲
示
板
と

防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【
メ
ー
カ
ー
名
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
】 
 
 

郵
便
局
へ
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
振
込
む
際
、
製

造
メ
ー
カ
ー
番
号
を
誤
っ
て
記
入
し
て
振
り
込
む

と
、
搬
出
当
日
に
引
き
取
り
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
必
ず
メ
ー
カ
ー
名
ご
確
認
の
上
、
振
り
込
み

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

特
に
冷
凍
庫
は
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品
の
判
断
が

難
し
い
た
め
、
必
ず
村
役
場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

建
設
水
道
課  

 
 

２
―
３
１
１
１ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

水
道
水
の
水
質
検
査
計
画
の 

策
定
と
公
表 

 

平
成
15
年
に
水
道
水
質
基
準
の
大
幅
な
見
直
し

と
水
質
検
査
方
法
等
の
改
正
が
行
わ
れ
、
平
成
16
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

新
制
度
で
は
、
水
質
検
査
の
適
正
化
と
透
明
性
を

確
保
す
る
た
め
水
質
検
査
計
画
の
策
定
と
公
表
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

村
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
計
画
を
策
定
し
、

配
水
系
統
ご
と
の
給
水
栓
水
お
よ
び
全
て
の
水
源
に

つ
い
て
、
基
準
項
目
全
て
の
水
質
検
査
を
行
い
ま
し

た
。
水
道
水
の
水
質
検
査
結
果
は
、
全
て
基
準
値
に

適
合
し
て
い
ま
す
。 

日
々
皆
様
に
安
心
し
て
水
道
水
を
飲
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
年
１
回
の
全
項
目
検
査
以
外
に
も
、

毎
日
・
毎
月
・
四
半
期
の
検
査
を
必
要
項
目
に
応
じ

て
行
っ
て
い
ま
す
。 

「水
質
検
査
計
画
」「検
査
結
果
」は
、
建
設
水
道
課

お
よ
び
母
島
支
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

教
科
書
見
本
展
示
会 

 

平
成
18
年
度
か
ら
使
用
す
る
中
学
校
の
教
科
書

見
本
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。 

【
期
間
】
６
月
３
日
（金
）～
30
日
（木
） 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を

除
く 

【
場
所
】
父
島 

小
笠
原
村
役
場
ホ
ー
ル 

母
島 

小
笠
原
村
母
島
支
所
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
小
学
校
学
校
公
開 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

本
校
で
は
「開
か
れ
た
学
校
」を
目
指
し
、
年
間
を

通
し
て
学
校
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
み

の
授
業
参
観
で
は
な
く
、
広
く
地
域
の
方
々
に
も
ご

覧
い
た
だ
き
、
本
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
に
ご
来
校
い
た
だ
け
る

よ
う
土
曜
日
に
授
業
を
行
う
形
で
ご
案
内
し
ま
す
。 

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

【
日
時
】
６
月
11
日
（土
） 

《
２ 

校 

時
》
午
前
９
時
20
分
～
10
時
５
分 

 
 
 
 

《
中 

休 

み
》
午
前
10
時
５
分
～
10
時
25
分 

 
 
 
 

《
３ 

校 

時
》
10
時
25
分
～
11
時
10
分 

 
 
 
 
 
 

 

《
帰
り
の
会
》
11
時
10
分
～
11
時
40
分 

【
そ
の
他
】 

○
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

○
受
付
は
、
保
護
者
は
児
童
玄
関
、
来
賓
・
地
域
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の
方
は
職
員
玄
関
で
す
。 
○
上
履
き
（ス
リ
ッ
パ
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

      

外
来
生
物
法
が
施
行
さ
れ
ま
す 

 

６
月
１
日
よ
り
、
「外
来
生
物
法
」が
新
た
に
施
行

さ
れ
ま
す
。 

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
小
笠
原
で
は
、
特
定

外
来
生
物
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
、
オ
オ
ヒ
キ

ガ
エ
ル
、
ア
カ
カ
ミ
ア
リ
な
ど
の
飼
育
、
運
搬
お
よ

び
譲
渡
な
ど
が
規
制
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

【
外
来
生
物
法
の
目
的
】 

特
定
の
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
、
人
の
生
命･

身
体
、
農
林
水
産
業
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

【
規
制
の
内
容
】 

特
定
外
来
生
物
に
関
し
て
は
、
以
下
の
項
目
に

つ
い
て
規
制
さ
れ
ま
す
。  

①
飼
育
、
栽
培
、
保
管
お
よ
び
運
搬
す
る
こ
と
が

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。
島
内
に
お
い
て

飼
育
し
て
も
い
け
ま
せ
ん
し
、
島
内
外
を
問
わ

ず
運
搬
し
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

②
野
外
へ
放
つ
、
植
え
る
お
よ
び
種
を
ま
く
こ
と

が
禁
止
さ
れ
ま
す
。  

③
許
可
を
受
け
て
飼
養
等
す
る
者
が
、
許
可
を
持

っ
て
い
な
い
者
に
対
し
て
譲
渡
ま
た
は
販
売
し
、

引
渡
し
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。  

④
特
定
外
来
生
物
を
野
外
に
お
い
て
捕
ま
え
た
場

合
、
持
っ
て
帰
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
放
す
こ
と
は
規
制
の
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
（釣
り
で
い
う
「キ
ャ
ッ
チ

ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
」は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）。  

※
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

環
境
省
自
然
環
境
局
野
生
生
物
課 

０
３
―
３
５
８
１
―
３
３
５
１ 

外
来
生
物
法
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://www.env.go.jp/nature/intro/ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、６
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
６
月
13
日
（月
）
午
後
５
時
～
６
時 
【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 
【
相
談
内
容
】 
○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

兄
島
ノ
ヤ
ギ
排
除
作
業 
 
 

 

東
京
都
で
は
、
兄
島
の
希
少
・
固
有
な
生
態
系
や

自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
を
昨
年
度

よ
り
開
始
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
６
月
末
よ
り
柵

へ
の
ノ
ヤ
ギ
追
い
込
み
に
よ
る
排
除
と
わ
な
等
に
よ

る
捕
獲
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

わ
な
等
の
設
置
箇
所
は
前
後
に
注
意
の
看
板
等
を

設
置
し
て
、
わ
な
の
位
置
を
知
ら
せ
る
な
ど
人
へ
の

影
響
の
無
い
よ
う
に
努
め
ま
す
が
、
兄
島
に
調
査
な

ど
で
入
ら
れ
る
方
は
ご
注
意
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
係 

２
―
２
１
２
３ 

都
立
大
神
山
公
園
消
灯 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
期
の
た
め
、
お
祭
り
広
場

付
近
の
電
灯
を
消
灯
し
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 【
消
灯
期
間
】
５
月
下
旬
～
７
月
下
旬
（予
定
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 

２
―
２
１
２
３ 

 

東
京
都
宿
泊
施
設 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
助
成
金 

 

東
京
都
で
は
、
宿
泊
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

支
援
を
実
施
し
ま
す
。 

 

【
対
象
施
設
】 

旅
館
業
法
の
許
可
を
受
け
て
東
京
都
内
で
営
業

し
て
い
る
施
設
（民
宿
も
含
ま
れ
ま
す
。） 

 

【
対
象
者
】 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
た
め
の
設
備
費
用
を
自

ら
負
担
す
る
者
（法
人
、
個
人
は
問
い
ま
せ
ん
） 

 

【
助
成
金
額
】 

 
 

助
成
対
象
経
費
の
２
分
の
１
で
、
５
０
０
万
円

を
限
度
と
し
ま
す 

 

【
助
成
対
象
と
な
る
施
設
整
備
】 

 
 

敷
地
内
通
路
、
出
入
口
、
駐
車
場
、
廊
下
、
階
段
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
便
所
、
浴
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
観

覧
席
、
客
席
（宴
会
場
を
含
む
）
、
子
育
て
支
援
環

境
の
整
備
、
傾
斜
路
、
標
示
、
誘
導
、
客
室
、
寝
室
、

そ
の
他 

 

【
申
請
期
間
】
６
月
１
日
（水
）～
30
日
（木
） 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

東
京
都
産
業
労
働
局
観
光
部
振
興
課 

地
域
振
興
係 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
７
６
８ 

 

小
笠
原
か
ら
植
物
等
を 

持
ち
出
さ
れ
る
皆
様
へ 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の

害
虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
・イ
モ
ゾ
ウ
ム

シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し

て
い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
さ

つ
ま
い
も
な
ど
の
一
部
の
植
物
は
、
植
物
防
疫
法
に

よ
り
、
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る

観
葉
植
物
な
ど
の
鉢
植
え
植
物
に
つ
い
て
は
、
植
物

防
疫
官
（母
島
は
植
物
検
疫
補
助
員
）に
よ
り
、
ア
フ

リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ
と
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鉢
植
え
植
物
を
内
地
へ

持
ち
出
す
際
は
、
必
ず
植
物
防
疫
官
の
確
認
を
受
け

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

      

【
鉢
植
え
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

           

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
４
５ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.pps.go.jp/ 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 

虫 

あ
さ
が
お
・
さ
つ
ま
い
も
・ 

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生
茎 

お
よ
び
生
塊
根
等
の
地
下
部 

植 
 
 

物 

東
京
島
し
ょ 

農
協
小
笠
原 

母
島
支
店 

二
見
港 

船
客
待
合
所 

小
笠
原 

総
合
事
務
所 

場 

所 

手 

荷 

物 

携
帯
品
等 

ゆ
う
パ
ッ
ク 

宅 

配 

便 

対 

象 

物 

母
島
で
は
植
物
検
疫
補
助
員
が 

 

植
物
の
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

定
期
船
出
港
日 

  

出
港
１
時
間
前
～ 

平
日
（
午
前
８
時 

 
     

～
午
後
５
時
） 

時 

間 
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小
笠
原
高
校 

授
業
公
開 

 
小
笠
原
高
校
で
は
、
地
域
の
方
々
を
対
象
に
、
第

１
回
授
業
公
開
を
行
い
ま
す
。
ご
都
合
の
良
い
時
間

帯
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（受
付
は
玄
関
で
す
。）。 

【
日
時
】
６
月
18
日
（土
） 

 

《
１
時
限
目
》
午
前
８
時
20
分
～
９
時
10
分 

第
１
学
年 

数
学
Ａ 

第
２
学
年 

生
物
Ⅰ 

第
３
学
年 

現
代
文 

《
２
時
限
目
》
午
前
９
時
20
分
～
10
時
10
分 

第
１
学
年 

英
語
Ⅰ
・
数
学
Ⅰ 

第
２
学
年 

政
治
経
済
・
物
理
Ⅰ
・
化
学
Ⅰ 

第
３
学
年 

被
服
製
作
・
数
学
Ａ 

《
３
時
限
目
》
午
前
10
時
20
分
～
11
時
10
分 

第
１
学
年 

体
育 

第
２
学
年 

現
代
文 

第
３
学
年 

被
服
製
作
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

《
４
時
限
目
》
午
前
11
時
20
分
～
12
時
10
分 

第
１
学
年 

現
代
社
会 

第
２
学
年 

体
育 

第
３
学
年 

古
典
・
数
学
Ⅱ 

《
５
時
限
目
》
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分 

第
１
学
年 

国
語
総
合 

第
２
学
年 

情
報
Ａ 

第
３
学
年 

地
理
Ｂ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

テ
レ
ビ
利
用
料
減
額
免
除
制
度 

 
 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合
で
は
、
次
の
条

件
に
該
当
す
る
世
帯
組
合
員
に
つ
い
て
、
利
用
料
の

減
額
免
除
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
管
理

組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
全
額
免
除
】 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合 

○
災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
が
行
わ
れ
た
区
域
内

に
お
い
て
、
当
該
救
助
に
係
る
災
害
に
よ
り
半

壊
、
半
焼
ま
た
は
床
上
浸
水
以
上
程
度
の
被
害

を
受
け
た
建
物
を
有
す
る
場
合 

【
半
額
免
除
】 

世
帯
を
構
成
す
る
者
す
べ
て
が
村
民
税
非
課
税

で
あ
り
、
か
つ
次
に
該
当
す
る
場
合 

○
世
帯
の
中
に
、身
体
障
害
者
手
帳
（視
覚
、聴
覚
、

肢
体
不
自
由
一
，
二
級
）を
有
す
る
者
が
い
る
場

合 

○
世
帯
の
中
に
、
戦
傷
病
者
手
帳
（特
別
項
症
、
第

一
款
症
）を
有
す
る
者
が
い
る
場
合 

○
世
帯
の
中
に
、
精
神
疾
患
を
有
す
る
者
（一
度
、

二
度
）に
該
当
す
る
者
が
い
る
場
合 

○
世
帯
の
中
に
、
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る

場
合 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

 

小
笠
原
島
か
る
た
（仮
称
）の 

読
み
札
・
名
称
募
集 

 

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
「
小
笠
原

島
か
る
た
（仮
称
）」
を
製
作
す
る
た
め
、
小
笠
原
に

関
連
す
る
言
葉
を
連
想
さ
せ
る
読
み
札（
例
文
参
照
）

と
、
小
笠
原
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
親
し
み
や
す
い
名
称

を
募
集
し
ま
す
。 
 

募
集
内
容
な
ど
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
商
工
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

小
笠
原
の
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
、
楽
し
い

か
る
た
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

【
応
募
期
限
】
６
月
30
日
（木
） 

 

《
例
文
》 

白
い
砂 

ア
ー
チ
も
あ
っ
て 

カ
メ
も
来
る 

（
キ
ー
ワ
ー
ド 

南
島
） 

 

●
問
合
せ
先 

島
か
る
た
制
作
委
員
会 

（
小
笠
原
村
商
工
会
内
） 

２
―
２
６
６
６ 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表 

  

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
の
情
報
公
開
制

度
は
、
組
合
の
保
有
す
る
情
報
を
公
開
し
、
組
合
を

構
成
す
る
島
し
ょ
９
町
村
の
住
民
の
知
る
権
利
を
保

障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
組
合
運
営
へ
の
参
加

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
組
合
の
公
正
な
運
営
を
確

保
し
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。 

 

平
成
16
年
度
の
情
報
公
開
実
施
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

【
請
求
件
数
】
０
件 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
総
務
課 

 
 

０
３
―
３
４
３
２
―
４
９
６
１ 

 

（財
）ハ
ー
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー 

交
流
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集 

 

財
団
法
人
ハ
ー
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
（本
部
事
務
局

東
京
都
渋
谷
区
）が
実
施
し
て
い
る
内
地
の
小
中
学

生
と
の
交
流
キ
ャ
ン
プ
を
、
今
夏
も
実
施
し
ま
す
。 

 
 

島
っ
子
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
目
的
】
千
キ
ロ
離
れ
た
友
だ
ち
づ
く
り 

【
日
程
】
８
月
５
日
（金
）～
９
日
（火
） 

４
泊
５
日 

【
場
所
】
小
笠
原
小
学
校 

【
対
象
】
小
学
２
年
生
～
中
学
３
年
生 
【
募
集
人
数
】
先
着
30
名 
【
費
用
】
１
万
２
千
円
（
食
費
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
費
等
） 

【
申
込
方
法
】 

お
電
話
で
、
財
団
法
人
ハ
ー
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー

事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
７
月
８
（金
） 

【
参
加
者
決
定
】 

７
月
12
日
（火
）ま
で
に
決
定
し
、
ご
本
人
あ
て

に
連
絡
し
ま
す
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

（財
）ハ
ー
モ
ニ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
担
当 

渡
辺
） 

 
 

０
３
―
３
４
６
９
―
７
６
９
１ 

 

７
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

は
は
じ
ま
丸
の
運
賃
に
「燃
料
油
価
格
変
動
調
整

金
」を
適
用
し
て
い
ま
す
。 

７
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
客
・貨
物
）は
、

原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お
り
改

訂
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
１
３
０
円
（
＋
５
７
０
円
） 

小
人 

４
０
７
０
円
（
＋
２
９
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
０
６
０
円
（
＋
２
８
０
円
） 

小
人 

２
０
３
０
円
（
＋
１
４
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
２
８
０
円
（
＋
３
６
０
円
） 

小
人 

２
６
４
０
円
（
＋
１
８
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
４
２
７
円
（
＋
３
６
３
円
） 

《
２
等
品
》
７
９
０
０
円
（
＋
３
４
０
円
） 

《
３
等
品
》
７
３
７
４
円
（
＋
３
１
８
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
 
 
 

８
４
４
円
（
＋
36
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

６
３
６
円
（
＋
27
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（父
島
） 

 

【
日
時
】
６
月
26
日
（日
）
正
午
～ 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

千
葉 

２
―
２
６
２
８
、
永
合 

２
―
３
０
０
５ 
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小
笠
原
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ナ
イ
ト
２
０
０
５ 

  

合
言
葉
は
『電
気
を
消
し
て
、
ス
ロ
ー
な
夜
を
』。 

１
年
の
中
で
最
も
夜
の
時
間
が
短
い
夏
至
の
日

に
、
電
気
を
使
わ
ず
に
ろ
う
そ
く
の
明
か
り
で
過
ご

そ
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
日
本
全
国
で
始
ま
り
ま
し

た
。 ６
月
21
日
夏
至
の
日
、
午
後
８
時
か
ら
10
時
の

間
、み
ん
な
で
一
斉
に
電
気
を
消
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

小
笠
原
は
本
土
か
ら
千
キ
ロ
も
離
れ
て
い
る
た

め
、
ほ
か
の
地
域
の
明
か
り
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
島
中
の
電
気
を
消
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
原
始
の
夜
を
体
験
で
き
る
数
少

な
い
場
所
で
す
。 

当
日
は
家
の
電
気
を
消
し
て
、
ろ
う
そ
く
の
明
か

り
で
過
ご
す
、
エ
コ
の
島
を
目
指
す
小
笠
原
に
ふ
さ

わ
し
い
素
敵
な
夜
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

【
６
月
21
日
午
後
８
時
～
10
時
の
発
電
量
（父
島
）】 

《
平
成
15
年
》
７
０
４
０
kW 

《
平
成
16
年
》
６
４
７
０
kW
※ 

（※
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ナ
イ
ト
実
施
） 

 
 

 
 

今
年
も
昨
年
の
数
字
を
下
回
る
よ
う
に
村
民
全

員
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
で
す
ね
。 

 

●
問
合
せ
先 

清
水 

良
一 

 
 
 

２
―
３
３
８
６ 

 

あ
そ
び
の
達
人
in
お
が
さ
わ
ら 

 

文
部
科
学
省
・
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
の「
こ

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」新
プ
ラ
ン 

（財
）青
少
年
野

外
教
育
財
団
が
主
催
す
る
「
あ
そ
び
の
達
人
教
室
」

が
、
６
月
か
ら
小
笠
原
・
父
島
で
開
催
し
ま
す
。 

島
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
ま
し
た
。 

参
加
す
る
と「
達
人
ス
タ
ン
プ
」が
も
ら
え
ま
す
。 

沢
山
集
め
て
遊
び
の
達
人
に
な
ろ
う
！ 

 

◎
休
日
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

【
海
あ
そ
び
の
達
人 

～
潮
の
み
ち
ひ
き
で
遊
ぼ
う
！
～
】 

 

潮
の
み
ち
ひ
き
っ
て
何
？ 

知
っ
て
い
る
と
波
の

り
、
つ
り
、
貝
と
り
、
穴
ダ
コ
と
り
な
ど
、
遊
ぶ
の

に
と
っ
て
も
役
に
立
つ
よ
。
砂
ぶ
ろ
づ
く
り
に
も
挑

戦
し
よ
う
。 

《
日
時
》 

６
月
13
日
（月
）
※
小
笠
原
小
学
校
振
替
休
日 

 
 
 

午
前
10
時
45
分
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
扇
浦
海
岸
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

《
募
集
人
数
》
30
名 

《
費
用
》
３
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
・
保
険
代
含
） 

《
持
ち
物
》
参
加
費
、
お
弁
当
、
飲
み
物
、
水
着
、

砂
を
掘
る
道
具
（コ
ッ
プ
・
お
椀
等
） 

 

【
物
づ
く
り
の
達
人 

～
サ
イ
ザ
ル
ア
サ
で
イ
カ
ダ
を
作
ろ
う
！
～
】 

 

サ
イ
ザ
ル
ア
サ
で
イ
カ
ダ
は
作
れ
る
？ 

よ
ー
く
観
察
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
る
よ
。 

さ
あ
、
イ
カ
ダ
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。 

《
日
時
》
７
月
22
日
（金
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
入
口 

《
募
集
人
数
》
30
名 

《
費
用
》
３
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
・
保
険
代
含
） 

《
持
ち
物
》
参
加
費
、
バ
ス
代
１
０
０
円
、
お
弁
当
、

飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
軍
手 

※
イ
カ
ダ
遊
び
を
し
ま
す
。
濡
れ
て
も
良
い
服
装

で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
海
あ
そ
び
の
達
人 

～
小
笠
原
の
む
か
し
を 

知
っ
て
イ
カ
ダ
に
乗
ろ
う
！
～
】 

 

毎
年
７
月
26
日
に
行
わ
れ
る
『貞
頼
祭
り
』っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？ 

小
笠
原
発
見
の
ヒ
ミ
ツ
を
知
っ
た
り
、
サ
イ
ザ
ル

ア
サ
で
作
っ
た
イ
カ
ダ
で
遊
べ
る
よ
。 

《
日
時
》
７
月
26
日
（火
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

《
場
所
》
扇
浦
海
岸
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

《
募
集
人
数
》
30
名 

《
費
用
》
３
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
・
保
険
代
含
） 

《
持
ち
物
》
参
加
費
、
お
弁
当
、
飲
み
物 

 

◎
平
日
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

【
取
材
を
し
よ
う
！
】 

《
日
時
》 

６
月
15
日
（水
）
午
後
２
時
～
４
時
30
分 
 

【
木
星
を
見
よ
う
！
】 

《
日
時
》 

６
月
22
日
（水
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
遊
ぼ
う
！
種
ま
き
体
験
】 

《
日
時
》 

６
月
29
日
（水
）
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 

【
平
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
共
通
事
項
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

《
費
用
》
１
０
０
円 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
・
保
険
代
含
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

ボ
ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
（Ｂ
Ｉ
Ｏ
）内 

「
あ
そ
び
の
達
人
教
室
」
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー 

 

手
塚 

幸
恵  

０
９
０
―
５
２
０
７
―
０
６
３
５ 

      

乳
幼
児
育
児
相
談 

 

臨
床
心
理
士
が
来
島
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
６
月
８
日
（水
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
後
、
日
時
の
詳
細
に
つ
い

て
ご
連
絡
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
乳
幼
児 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
６
月
16
日
（木
）
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

17
日
（金
）
午
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
17
日
（金
）
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

18
日
（土
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、必
ず
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

 

【
日 

時
】
６
月
23
日
（木
）
午
後
２
時
～
４
時 

（
受
付
時
間 

２
時
～
３
時
） 

 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

麻
し
ん
予
防
接
種 

接
種
期
間
の
変
更 

 
 

麻
し
ん
の
予
防
接
種
の
対
象
年
齢
は
、
生
後
12
か

月
～
生
後
90
か
月
（７
歳
半
）で
す
が
、
１
歳
児
を
中

心
と
し
た
低
年
齢
層
で
の
流
行
を
減
ら
す
た
め
に
、

標
準
的
な
接
種
期
間
が
、
生
後
12
か
月
～
15
か
月

に
な
り
ま
し
た
。
１
歳
を
過
ぎ
た
ら
早
め
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 
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専
門
診
療
（
産
科
・
婦
人
科
） 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
６
月
３
日
（金
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
６
月
６   
日
（月
）
午
前 

７   

日
（火
）
午
前 

８   

日
（水
）
午
前
・
午
後 

９   

日
（木
）
午
前 

10
日
（金
）
午
前 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
そ
の
他
】 

６
月
４
日
（土
）に
母
島
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る

方
お
よ
び
11
日
（
土
）
に
父
島
で
受
診
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
診
療
所
へ
ご
相
談
く
だ 

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

       

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

「
世
界
遺
産
と
航
空
路
に
つ
い
て
」
③ 

 

【
村
の
基
本
的
な
考
え
方
】 

 

村
で
は
、
村
政
確
立
以
来
の
基
本
方
針
と
し
て
、

「人
と
自
然
が
共
生
す
る
村
づ
く
り
」を
目
指
し
て

お
り
、
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
は
、
そ
の
流
れ

に
沿
う
も
の
と
し
て
、
基
本
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

一
方
、「
航
空
路
の
開
設
」
は
、
小
笠
原
返
還
当

初
か
ら
の
最
重
要
課
題
で
す
。 

こ
の
２
つ
は
、
互
い
に
相
反
す
る
も
の
で
は
な

く
、
両
立
を
図
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。 

【
世
界
遺
産
に
な
る
と
航
空
路
は
で
き
な
い
？
】 

 

４
月
号
で
ご
説
明
し
た
と
お
り
、
小
笠
原
の
航

空
路
は
、
兄
島
案
、
時
雨
山
周
辺
案
と
二
度
に
わ

た
っ
て
空
港
計
画
が
撤
回
さ
れ
た
上
、
平
成
13
年

11
月
に
時
雨
山
周
辺
案
が
撤
回
さ
れ
て
か
ら
は

具
体
的
な
計
画
が
絞
り
込
ま
れ
て
い
る
状
況
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
小
笠
原
が
世
界
遺
産
の

候
補
地
と
な
る
前
か
ら
、
自
然
環
境
に
与
え
る
影

響
や
空
港
建
設
費
用
の
問
題
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ

て
き
た
も
の
で
す
。
今
後
、
小
笠
原
に
航
空
路
が

実
現
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
環
境
面
や

経
済
面
を
考
慮
し
た
、
小
笠
原
に
ふ
さ
わ
し
い
現

実
的
な
航
空
路
案
を
策
定
で
き
る
か
ど
う
か
が
、

よ
り
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

【
遺
産
登
録
に
よ
る
影
響
は
？
】 

 

世
界
遺
産
の
登
録
地
域
に
つ
い
て
は
、
将
来
に

わ
た
っ
て
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
空
港
を
設
置
す
る
な
ど
の
開
発
行

為
は
事
実
上
不
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
ご
説
明
し
た

と
お
り
、
小
笠
原
の
す
べ
て
の
地
域
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
国
立
公
園
の
区
域

外
の
地
域
や
、
登
録
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
地

域
は
登
録
区
域
に
該
当
し
な
い
見
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
地
域
を
活
用
す
る
こ
と
や
、
航
空
路

の
検
討
状
況
を
十
分
踏
ま
え
て
登
録
区
域
を
決
定

す
る
こ
と
で
、
世
界
遺
産
と
航
空
路
は
両
立
可
能

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 【
今
後
ど
の
よ
う
な
調
整
が
必
要
な
の
か
？
】 

 

小
笠
原
に
ど
の
よ
う
な
航
空
路
が
開
設
可
能
な

の
か
、
そ
の
影
響
範
囲
（障
害
地
形
を
含
む
）と
世

界
遺
産
の
登
録
地
域
と
の
間
に
問
題
が
生
じ
な
い

の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、
空
港
設
置
主
体
で

あ
る
東
京
都
に
お
い
て
検
討
・
調
整
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
時
雨
山
周
辺
案
が
撤
回
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
兄
島
案
の
代
替
案
も
示
さ
れ
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
小
笠
原
の

自
然
環
境
で
最
も
重
要
な
地
域
の
一
つ
と
い
わ
れ

て
い
る
兄
島
の
保
護
保
全
を
考
え
る
上
で
も
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
東
京
都
で
は
「
硫
黄
島
活
用
案
」「
水
上

航
空
機
案
」「
洲
崎
地
区
活
用
案
」「
聟
島
案
」
の

４
案
を
軸
に
航
空
路
の
調
査
・
検
討
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
村
と
し
て
は
、
早
期
に
具
体
的
・
現

実
的
な
事
業
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
要
望
し
て
い

く
と
と
も
に
、
現
在
の
航
空
路
の
検
討
状
況
を
整

理
し
た
上
で
、
影
響
す
る
地
域
を
世
界
遺
産
の
対

象
地
域
か
ら
除
外
す
る
な
ど
、
航
空
路
の
開
設
を

十
分
踏
ま
え
た
登
録
と
な
る
よ
う
、
国
や
東
京
都

と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

  

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
）
の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
11 

 

「
＃
18
の
出
産
」 

              

先
月
号
で
ご
紹
介
し
た
激
や
せ
し
た
子
供
の
ミ

ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
は
、
現
在
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
で
も
新
し
い
子
イ
ル
カ
も
誕
生
し
て
い
ま

す
。 個
体
識
別
番
号
＃
18
は
、
今
年
の
２
月
に
妊
娠
中

で
あ
る
こ
と
が
Ｏ
Ｗ
Ａ
イ
ル
カ
調
査
隊
の
調
査
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
上
）。
写
真
を
見
る
と
お
腹
の

部
分
が
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す

か
？ そ
れ
か
ら
３
か
月
後
の
５
月
11
日
に
小
さ
な
赤

ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
を
連
れ
て
い
る
＃
18
を
発
見
し
ま

し
た
。
お
そ
ら
く
＃
18
が
出
産
し
た
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル

カ
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
す
く
す
く
と
大
き
く
育

っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。 

 

第
８
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
新
規
認
定
講
習
会 

 

【
日
時
】
６
月
27
日
（月
） 

 

昼
の
部 

午
後
２
時
～
５
時
ご
ろ 

夜
の
部 

午
後
６
時
～
９
時
ご
ろ 

 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

 

【
内
容
】 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
お
よ
び
小
笠
原

の
基
礎
鯨
類
学 

 

【
対
象
者
】 

15
歳
以
上
（
ガ
イ
ド
経
験
不
問
、
ク
ジ
ラ
お
よ

び
ガ
イ
ド
の
勉
強
を
し
た
い
方
） 

 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
飲
み
物 

 

【
申
込
期
限
】
６
月
26
日
（日
） 

 

第
４
回
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
更
新
講
習
会 

 

【
日
時
】
６
月
28
日
（火
） 

《
昼
の
部
》
午
後
３
時
～
５
時 

《
夜
の
部
》
午
後
７
時
～
９
時 

 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 
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【
対
象
者
】 

２
０
０
３
年
６
月
に
第
３
回
目
の
認
定
を
受
け

た
方
ま
た
は
以
前
に
認
定
を
受
け
て
失
効
し
て
い

る
方 

 

【
費 

用
】
千
円 

 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具 

 

【
申
込
期
限
】
６
月
27
日
（月
） 

 

◎
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
優
秀
賞
受
賞 

 

当
協
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
し
て
、こ
の
度
、

環
境
省
が
主
催
す
る
第
１
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞

の
優
秀
賞
を
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
賞
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
む
団
体
・

事
業
者
を
表
彰
・
広
報
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
他
の
受
賞
者
は
日
本
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

取
り
組
み
を
代
表
す
る
方
々
で
す
。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
村
民
の
皆
様
や
関
係
者
の
皆
様

の
ご
支
援
の
賜
と
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
48 

 

― 

例
年
よ
り
早
い
カ
メ
の
産
卵 

― 
 

小
笠
原
は
、
本
格
的
に
カ
メ
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
に

突
入
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
４
月
中
旬
か
ら
す
で
に

産
卵
が
見
ら
れ
、
５
月
中
旬
に
は
父
島
周
辺
で
80
産

卵
巣
、
母
島
周
辺
で
42
産
卵
巣
を
確
認
し
て
お
り
、

例
年
よ
り
２
～
３
週
間
早
い
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
今
年
も
、
ナ
イ
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
レ
ク
チ
ャ
ー
の
間
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
生
簀
の

カ
メ
が
産
卵
し
そ
う
な
場
合
は
、見
学
も
可
能
で
す
。

電
話
で
お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

 

【
６
月
の
開
催
日
（午
後
８
時
か
ら
１
時
間
程
度
）】 

16
日
、
18
日
、
23
日
、
25
日
、
29
日 

◎
白
い
ク
ジ
ラ
の
行
方 

 

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
背
中
が
白
色
化
し
た
ク

ジ
ラ
は
、
母
島
で
何
度
も
確
認
さ
れ
た
後
、
父
島
に

移
動
し
、
５
月
７
日
を
最
後
に
消
息
が
途
絶
え
て
い

ま
す
（下
図
参
照
）。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
動
き
は
緩

慢
で
浮
い
て
い
る
時
間
が
長
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
父
島
で
は
ブ
リ
ー
チ
を
４
回
連
続
で
し
て
い

た
と
の
報
告
も
入
っ
て
い
ま
す
。 

皮
膚
の
白
色
化
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
話
で
は
、

加
齢
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
行
動
に
つ
い
て
明
確

な
原
因
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

こ
の
ク
ジ
ラ
は
、
過
去
に
識
別
し
た
約
１
２
０
０
頭

の
ク
ジ
ラ
の
中
に
は
お
ら
ず
、
経
歴
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
無
事
に
北
へ
泳
ぎ
、
来
年
も
元
気
な
姿
を
見

せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

 

情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
な
る
詳
細
は
、
Ｏ
Ｗ
Ａ

発
行
の
メ
ガ
プ
テ
ラ
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

◎
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催 

 

日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
で
は
、
今
月
18
日
に
北
太

平
洋
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
６
か
国
国
際
共
同
調
査
（Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ

Ｈ
）の
取
り
組
み
の
紹
介
と
、
ア
ジ
ア
海
域
が
担
う
今

後
の
役
割
に
つ
い
て
話
し
合
う
予
定
で
す
。
当
日
、

内
地
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
い
ら
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
６
月
18
日
（土
）
午
後
０
時
30
分
～
５
時 

【
場
所
】 

東
京
海
洋
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
大
講
義
室 

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】 

http://bonin-ocean.net/O
M
C
splash- 

sym
posium
.htm
 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

                                
   地産地消のすすめ 

 

《小笠原の郷土料理は？》 
民宿と飲食店の経営者の皆さんに「小笠原の郷土料理は？」とお聞きしたと

ころ、特に多かったのが“アカバの味噌汁とから揚げ”“亀の煮込みと刺身”“島

寿司”の３点でした。 
つぎに多かったのがピーマカとシカクマメ料理でしたので、魚や肉に比べ、

島の果物や野菜を使った料理が少ないように思われます。 
一般家庭の食卓にはどのような島の食材を使った料理が子供たちの前に並ん

でいるのか気になるところです。 
 

《島の料理を教えてください》 
先号でもお願いしましたが、昔から伝わる島の料理があるとよく耳にします。

どんなものがあって、どうやって作るのかなど、お電話していただければこち

らからお伺いします。 ●問合せ先 地産地消推進会議（村役場総務課内） ２－３１１１ 
 

「地産地消推進会議」は小笠原島漁業協同組合、東京島しょ農業協同組合小笠原父島支店、 
小笠原村商工会、小笠原村観光協会、村役場で組織しています。 

 
◆島きゅうりの変わりにぎり飯◆ 

 

お子様も大喜び！残ったご飯で簡単変わりにぎり飯の出来上がり！ 
 

《材料》１～２人前      《作り方》 
Ａ：島きゅうり １本      ① Dと Eを混ぜ合わせソースを作っておく。 
Ｂ：ご飯 １合         ② きゅうりの皮をピーラーまたは包丁で軽くむく。 
Ｃ：白ゴマ 少々        ③ ②のきゅうりを長さ６ｃｍ位の千切りにする。 
Ｄ：マヨネーズ 大さじ１      （切った後に揃えておく。） 
Ｅ：味噌 小さじ１/２      ④ ごはんに白ゴマを混ぜ、にぎり寿司よりやや 
Ｆ：切り海苔（１cm×８cm）   大きめの俵型に握る。 
                 ⑤ ④のにぎり飯に③のきゅうりを乗せ海苔で巻く 
☆レシピ提供：美味しい会   ⑥ ソースをかければ出来上がり！ 

※ ソースに唐辛子を加えればピリ辛で大人味。 

① 4/16 

② 4/17 

③ 4/21 

④ 4/24 

⑤ 4/28 

⑥ 4/29 

⑦ 4/30 

⑧ 5/1 

⑨ 5/3 

⑩ 5/5 

⑪ 5/6 

⑫ 5/7 

白
い
ク
ジ
ラ
の
発
見
日
・
場
所 
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今今月月号号はは、、「「SSUUPPEERR  LLIINNEERR  OOGGAASSAAWWAARRAA」」のの現現在在のの船船内内のの様様子子ををおお届届けけししまますす。。  

  

  

 

 

 

 

 

                            

                             

                             

                               

                               

  

                                           

                  

                

 

  

  

    

                         

  

           

ＴＴＴＳＳＳＬＬＬ   コココーーーナナナーーー   ＶＶＶＯＯＯＬＬＬ．．．１１１０００   
☆ 「SUPER LINER OGASAWARA」の船内艤装状況 

広々とした感じがする

の。早く乗ってみたい

もんじゃ。 

左舷のエンジンも

搭載されたとです。

内装工事もずいぶん進んでき

て、部屋の中の様子もわかる

ようになってきました。 

Ｓ寝台 

レストラン 

●問合せ先 総務課企画政策室 ２－３１１１

いろんな部屋や、施設があって

楽しそうだね。 

特等２人部屋（ベッド付近）

オープンサロン 

カーテンやジュータン、椅子

などの調度品はまだのよう

ですね。 

２等ジュータン部屋 

１等３人部屋 

バリアフリーシャワー室

喫煙ロビー サロン 

シャワー室 

左舷ガスタービン機関用減速機左舷ガスタービン機関搭載 

特等２人部屋（出入口付近）



シロアリ対策事業申込開始 入港日

東京都宿泊施設バリアフリー化 乳幼児育児相談（母島 ～17）

助成申込期間（～30）

乳幼児育児相談（父島 ～18）

入港日 肝臓病専門医巡回相談（父島）

定期予防接種（三種混合、麻疹、

風疹、日本脳炎、BCG） 肝臓病専門医巡回相談（母島）

小笠原高校授業公開

産科・婦人科専門診療（母島） 高校図書館開放

教科書見本展示会（～30）

出港日

父島動物巡回診療（～5） 母島返還祭駅伝大会

高校図書館開放

出港日

OGASAWARA NATIVE NIGHT

産科・婦人科専門診療（父島 ～10）

入港日

村民意見・提案・相談受付窓口 乳幼児健診・歯科健診（父島）

八丈町交流会

入港日

年金相談（父島 ～11）

シロアリ対策事業（～19） 父島返還祭

母島返還祭前夜祭

パッションフルーツ品評会（母島） 高校図書館開放

出港日

パッションフルーツ祭 母島返還祭

年金相談（母島） フリーマーケット（父島）

小笠原小学校学校公開

高校図書館開放 OWAインタープリター新規認定講習会

出港日

OWAインタープリター更新講習会

母島巡回労働相談

入港日

診療所助産師募集締切

小笠原島かるた（仮称）読み札・名称募集締切

水

火

30 木

月

25 土

26 日

23

27

28

4

6

5

22

2

8

行　事　予　定

1

日付 曜日

火

行　事　予　定日付 曜日

16 木

17 金

水

水

日

火

木

日

19

21

9 木

3 金

土

月

7

15 水

13

14

月

12 日

10 金

土11

木

29 水

24 金

火

18 土

20 月

※八丈島寄港便

※八丈島寄港便


